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１
月
15
日
（
火
）
県
労
福
協
は
、
花
角
知
事

を
訪
問
し
労
働
者
福
祉
に
関
す
る
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
①
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
・
避
難
者
の
支
援
に
つ
い
て
、
②
格
差
・
貧

困
社
会
の
是
正
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
強

化
に
つ
い
て
、
③
「
奨
学
金
問
題
」
の
改
善
に

つ
い
て
、
④
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
促
進
に
つ

い
て
、
⑤
勤
労
者
福
祉
全
般
に
関
わ
る
定
期
協

議
の
開
催
に
つ
い
て
、
の
５
項
目
で
し
た
。

　

重
点
的
に
は
、
①
県
内
の
福
祉
施
設
や
病
院

に
お
い
て
、
身
元
保
証
人
が
い
な
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
入
所
や
入
院
を
拒
ん
で
い
る
こ
と
は
、

病
院
の
場
合
は
医
師
法
違
反
、
福
祉
施
設
は
厚

生
労
働
省
の
省
令
違
反
に
あ
た
る
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
生
存
権
は
も
と
よ
り

人
権
を
無
視
し
た
絶
対
に
許
せ
な
い
も
の
で
、

受
入
れ
拒
否
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
県
と
し
て

身
元
保
証
人
が
い
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
入
院

や
入
所
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
）
を
作
り
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
に
対
し
て
新

潟
県
が
対
応
し
た
、
こ
の
間
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
（
３
回
実
施
）
に
対
す
る
お
礼
と
、
今
後
の

協
力
要
請
お
よ
び
運
営
費
補
助
な
ど
に
つ
い
て
、

③
現
在
、
出
生
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
人
口

減
少
が
進
行
し
て
い
る
な
か
で
、
生
活
保
護
世

帯
の
増
加
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
生
活
困
窮
者
相
談
数
が
増
加
し
相

談
内
容
も
深
刻
化
す
る
な
ど
、
勤
労
者
福
祉
を

巡
る
課
題
は
様
々
な
事
象
が
発
生
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
認

識
共
有
を
は
か
り
、
問
題
解
決
に
向
け
協
力
す

る
た
め
の
協
議
を
行
う
場
と
し
て
、
県
当
局
と

県
労
福
協
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
会
の
場
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
ど
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　

花
角
知
事
か
ら
は
「
要
望
内
容
を
十
分
検
討

し
て
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
。
定
期
協

議
に
つ
い
て
は
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
意
見
交
換
を
日
常
的
に
で
き
る
場
を
設
け

た
い
。
身
元
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
制
度
上
、

県
レ
ベ
ル
で
対
応
で
き
な
い
部
分
や
施
設
上
の

問
題
も
あ
る
が
県
内
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え

で
、
で
き
る
限
り
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
前
向
き
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

―
出
席
者
―

　

新
潟
県
：
花
角
知
事
、
土
田
福
祉
保
健
課
長
、

村
山
医
務
薬
事
課
長
、
若
杉
高
齢
福
祉
保
健
課

長
、
平
松
障
害
福
祉
課
長
、
水
品
児
童
家
庭
課

長
、
新
井
廃
棄
物
対
策
課
長
、
新
井
食
品
・
流

通
課
長
、
髙
橋
労
政
雇
用
課
長
、

　

労
福
協
：
牧
野
理
事
長
、
齋
藤
副
理
事
長
、

小
野
塚
副
理
事
長
、
間
専
務
理
事

花角県知事への要請行動
労働者福祉に関する項目について申し入れ
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３
月
２
日
（
土
）
新
潟
市
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
１
回
地
区
労
福
協
代

表
者
会
議
が
、
県
下
10
地
区
代
表
と
事
務
局

等
６
名
、
総
勢
16
名
で
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

牧
野
理
事
長
の
挨
拶
を
受
け
、
事
務
局
よ

り
、
協
議
事
項
と
し
て
、
①
２
０
１
８
年
度

各
地
区
の
活
動
実
態
と
課
題
、
②
２
０
１
９

年
度
各
地
区
の
活
動
予
定
の
報
告
③
各
地
区

の
交
付
金
に
つ
い
て
、
④
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て
、
⑤
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
と

の
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
な
ど
が
各
地
区
の

報
告
も
受
け
な
が
ら
協
議
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
県
下
７
地
区
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
連
合
中
央
に
お

い
て
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
の
中
で
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
見
直
し
な
ど
も
論
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

県
内
に
お
け
る
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
の
か
論
議
を
行
い
、
事
業
を
実
施
し

て
い
る
現
場
の
声
を
理
事
会
に
報
告
し
て
き

ま
し
た
。

　

先
の
第
１
２
１
回
理
事
会
（
２
０
１
８
年

11
月
開
催
）
で
は
、
地
区
の
論
議
経
過
な
ど

も
踏
ま
え
、
予
算
に
つ
い
て
は
２
０
２
１
年

度
ま
で
、
現
状
の
交
付
額
で
対
応
す
る
と
の

決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
論
議
も
踏
ま
え
、
今
ま
で
以
上

に
意
義
あ
る
活
動
と
す
る
た
め
、
取
り
組
み

の
強
化
を
は
か
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま

し
た
。

(一財) 新潟ろうきん福祉財団

　
※詳細は「新潟ろうきん福祉財団」ホームページにてご確認ください。

URL http://www.zaidan-hukushi.or.jp

高校奨学金給付事業
　2019年度高校新１年生（中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部進学者含む）に対し

返還義務のない奨学金を給付（月額１万円、３年間計３６万円）します。

〒950-0965　新潟市中央区新光町6番地2 勤労福祉会館4階
TEL/025-288-5273　FAX/025-288-5274

完全
給付型!

応 募 期 間 2019 年４月15日（月）～ 2019 年５月15日（水）

応 募 資 格 ・�新潟県民の子弟にして、新潟県内の高等学校に2019年度進学さ
れた方
　※中等教育学校後期課程進学者（新４年生）
　※特別支援学校高等部進学者（新１年生）

・経済的な事情で就学困難な方

２
０
１
８
年
度

第
１
回
地
区
労
福
協 

代
表
者
会
議
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３
月
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）
、
第
３

回
地
方
労
福
協
会
議
が
兵
庫
県
神
戸
市
「
チ

サ
ン
ホ
テ
ル
神
戸
」
に
お
い
て
、
全
国
の
代

表
者
等
59
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
２
０
１
９
年
度
活
動
計
画
・

年
間
予
定
の
報
告
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
報

告
の
後
、
２
０
１
８
年
度
「
全
国
福
祉
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
総
括
」
に
つ
い
て
論
議

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
奨
学
金
制
度
改
善
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
約
状
況
等
、
詳
細
に
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
講
演
は
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の

社
会
セ
ク
タ
ー
の
役
割
」
と
題
し
て
、
星
野

智
子
氏
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
）
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
的
『
「
誰

一
人
残
さ
な
い
と
い
う
理
念
」
に
則
り
、
全

て
の
人
々
が
、
貧
困
を
も
た
ら
す
生
命
や
生

活
の
危
機
及
び
社
会
的
排
除
か
ら
解
放
さ
れ
、

人
間
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
側
面
が

統
合
さ
れ
た
持
続
可
能
な
現
実
に
寄
与
す
る

こ
と
』
を
中
心
と
し
た
説
明
が
あ
り
、
率
直

な
（
説
明
資
料
の
記
載
で
、
ヨ
コ
文
字
が
多

く
て
意
味
が
不
明
）
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
『
連
合
「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
』
と
題

し
て
、
相
原
康
伸
氏
（
連
合
・
事
務
局
長
）

か
ら
、
日
本
の
人
口
の
年
次
推
移
と
将
来
推

移
、
第
４
次
産
業
革
命
（
自
立
的
な
最
適
化

が
可
能
に
（
大
量
の
情
報
を
人
工
知
能
が
自

ら
考
え
て
最
適
な
行
動
を
取
る
）
）
な
ど
の
、

動
き
と
誰
も
が
働
き
や
す
い
社
会
の
構
築
に

向
け
、
連
合
30
年
を
迎
え
る
中
、
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
の
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
、

社
会
―
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
生
み
出
す
―
」

の
策
定
状
況
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
、
相
原
事
務
局
長
か
ら

「
労
福
協
と
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
の
か
正
式

な
文
書
に
よ
り
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
請
が
あ
り
、
中
央
労
福
協
と
し
て
課
題
を

整
理
し
今
後
申
し
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。意

見
交
換
で
は
、
中
央
労
福
協
「
２
０
３

０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
」
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
、
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

検
証
と
見
直
し
の
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
地
方
労
福
協
か
ら
の
意
見
を
６

月
末
ま
で
に
集
約
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

２
月
28
日
（
木
）
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福
協

第
２
２
２
回
幹
事
会
が
、
山
梨
県
甲
府
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
主
要
な

日
程
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

（
６
月
20
～
22
日
、
静
岡
県
三
島
市)

、
事

業
団
体
責
任
者
会
議
（
７
月
25
～
26
日
、
静

岡
県
沼
津
市)

、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経

験
交
流
（
９
月
３
～
４
日
、
群
馬
県
）
等
の

確
認
と
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま

し
た
。

ま
た
、
中
央
労
福
協
か
ら
、
昨
年
の
秋
に

実
施
し
た
奨
学
金
に
関
す
る
取
り
組
み
（
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
電
話
相
談
）
状
況
等
の
報

告
、
労
福
協
結
成
70
周
年
に
向
け
た
「
２
０

３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」
状
況
の
説
明
が

あ
り
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
労
福
協

第
３
回
地
方
労
福
協
会
議

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
２
２
回 

幹 

事 

会
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２
月
22
日
（
金
）
新
潟
市
ホ
テ
ル
日
航
に

お
い
て
、
「
２
０
１
９
年
日
ロ
親
善
協
会
新

春
セ
ミ
ナ
ー
＆
総
領
事
と
の
交
流
会
」
が
会

員
49
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
長
谷
川
義
明
日
ロ
親
善

協
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
在
新
潟
ロ
シ
ア
総

領
事
館
・
セ
ル
ゲ
ェ
ー
フ
・
ミ
ハ
イ
ル
総
領

事
か
ら
「
ロ
シ
ア
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
ロ
シ
ア
の
各
都
市
の
紹
介
な
ど
魅

惑
的
な
説
明
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
現
在
、
ロ
シ
ア
へ
の
旅
行
は
、
ビ
ザ
の

取
得
が
必
要
で
隣
国
で
あ
っ
て
も
相
互
の
旅

行
客
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
の
国
の

生
活
習
慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
、
も
っ
と

気
軽
に
交
流
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
」
と
、
総
領
事
か
ら
熱
い
思
い
を
込

め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
事
務
局
が
用
意
し
た
ウ
ォ
ッ

カ
を
飲
み
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
２
０
・

１
０
・
０
運
動
（
労
福
協
が
進
め
る
食
べ
残

し
０
運
動
）
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
配
布
し
、
楽

し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

国
際
交
流

２
０
１
９
年
日
ロ
親
善
協
会
新
春
セ
ミ
ナ
ー

 

＆
総
領
事
と
の
交
流
会
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３
月
27
日（
水
）｢

全
労
済
新
潟
推
進
本
部｣

の
小
野
塚
本
部
長
よ
り
、
３
２
５
食
の
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
の
寄
贈
が
、
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
い
が
た
」
高
見
理
事
長
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
は
、
寄
付

さ
れ
た
カ
レ
ー
を
、
生
活
困
窮
者
の
方
や
「
に

い
が
た
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
対
象
の
家
庭

に
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

　

新
潟
県
労
福
協
は
、
今
ま
で
以
上
に
善
意

の
輪
が
広
が
り
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
へ
の
や
さ
し
い
思
い
の
広

が
り
を
求
め
て
、
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が

た
」
と
連
携
し
て
、
今
後
も
各
種
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

全労済 新潟推進本部 （新潟県総合生活協同組合）

1518W006

（2019年2月末現在）

43,542件   66,406,546,972円

11,025件 133,184,388,677円

54,567件 199,590,935,649円

全
労
済
新
潟
推
進
本
部

３
２
５
食
分
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
の
寄
贈
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し
て
、
各
団
体
、
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
、

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

県
央
地
区

「 

県
央
地
区
労
福
協
」

　

県
央
地
区
労
福
協
は
、
新
潟
県
労
福
協

が
、
三
条
市
よ
り
指
定
管
理
を
委
託
さ
れ

た
三
条
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
ソ
レ
イ

ユ
三
条
）
の
２
階
に
入
居
し
て
い
ま
す
。

会
館
を
利
用
さ
れ
る
一
般
市
民
の
み
な
さ

ん
と
も
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
相
談
件
数

も
年
間
２
５
０
件
を
超
え
、
地
域
に
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

地
域
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、
県
央
で
相

談
事
業
を
行
う
、
行
政
関
係
や
社
協
、
民

間
各
団
体
に
呼
び
か
け
た
協
議
会
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
県
央
地
区
労
福
協
も
関
わ

り
、
待
望
の
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

県
央
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

労
福
協
の
組
織
力
を
活
か
し
て
応
援
団
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
先
日
も
Ｊ

Ｐ
労
組
三
条
支
部
か
ら
の
仲
介
で
、
三
条

郵
便
局
か
ら
、
更
新
す
る
災
害
備
蓄
品
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
で

助
け
合
い
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

労
金
十
日
町
支
店

「
ほ
ん
の
気
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

十
日
町
地
区
労
福
協
は
、地
区
メ
ー
デ
ー

へ
の
協
力
や
、
連
合
中
越
十
日
町
支
部
・

地
区
労
福
協
旗
開
き
の
開
催
な
ど
が
年
間

活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
や
、
生

活
者
の
視
点
で
の
地
域
貢
献
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
独
自
の
活
動
を
取

り
組
め
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

　

地
区
労
福
協
の
副
会
長
の
今
井
労
働
金

庫
十
日
町
支
店
長
が
、
市
報
と
お
か
ま
ち

に
登
場
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

労
金
十
日
町
支
店
で
は
、
地
域
貢
献
事

業
と
し
て
〝
ほ
ん
の
気
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〟
と
題
し
て
、
ろ
う
き
ん
の
利
用
件
数

ご
と
に
、
ろ
う
き
ん
が
一
定
額
を
拠
出
し

積
立
て
を
し
て
地
元
自
治
体
へ
児
童
図
書

を
贈
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

積
立
て
が
目
標
額
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、

十
日
町
情
報
館
と
津
南
町
立
図
書
館
に
絵

本
な
ど
の
児
童
図
書
を
寄
贈
し
た
こ
と
が
、

新
潟
日
報
中
越
版
や
妻
有
新
聞
に
も
掲
載

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
日
町
地
区

下
越
地
区

下
越
地
区
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

ｉ
ｎ
新
発
田

　

２
月
２
日
（
土
）
新
発
田
市
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
下
越
地
区
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
新
発
田
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

下
越
地
区
労
福
協
は
、
村
上
地
域
～
東

蒲
原
地
域
と
広
い
地
域
で
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
第
７
回
総
会
（
２
０
１
８
年
６

月
）
に
お
い
て
地
区
労
福
協
の
認
知
が
低

い
の
で
は
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

も
う
一
度
労
福
協
の
設
立
経
過
と
果
た
す

役
割
を
再
認
識
し
、
下
越
地
区
の
立
ち
位

置
を
明
確
に
し
て
労
福
協
運
動
の
存
在
感

を
高
め
る
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
労
働
団
体
、
福
祉
事
業

団
体
、
行
政
各
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携

強
化
、
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
「
新
春

の
つ
ど
い
」
を
計
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
基
調
講
演
と
し
て
間
英

輔
（
県
労
福
協
専
務
理
事
）
か
ら
「
労
福

協
活
動
に
つ
い
て
～
そ
の
立
ち
位
置
と
求

め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し
て
講
演
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
報
告
と
し
て
（
問
題

提
起)

「
こ
ど
も
食
堂
の
実
践
現
場
か
ら｣

を
土
田
雅
穂
氏
（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ば
た

副
代
表
）
か
ら
「
こ
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド

バ
ン
ク
か
ら
見
え
て
来
る
貧
困
問
題
の
実

態
報
告
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
二
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」
で
は
、『
も
っ

た
い
な
い｢

食
べ
残
し
ゼ
ロ
運
動｣

』に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
用
意
さ
れ
た
料
理
を
ゼ
ロ
に

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter
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【
２
０
１
８
年
度
報
告
書　

発
刊
】

私
ど
も
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
が
受

託
研
究
と
し
て
ま
と
め
た
報
告
書
の
内
容
に

つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
貴
重
な
紙
面
を
頂
戴

し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
先
般
２
月
に

完
成
し
た
２
０
１
８
年
度
の
研
究
報
告
書
の

概
要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

前
年
度
に
引
き
続
き
、
「
勤
労
者
医
療
」

に
焦
点
を
あ
て
た
調
査
・
研
究
と
し
て
、
今

次
報
告
で
は
、
近
年
特
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
を
中
心
に
、

「
救
済
措
置
」
・
「
職
場
復
帰
」
等
の
課
題

に
つ
い
て
も
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
桝
口
敏
行
（
常
務
理
事･

研
究
主
幹
）
と
齋
藤
喜
和
（
研
究
主
幹
）
が

執
筆
を
担
当
し
た
ほ
か
、
専
門
的
立
場
か
ら
、

株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
坂
井
洋
一
郎
医

師
と
元
内
閣
官
房
専
門
調
査
員
の
横
田
昌
三

氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

心
療
内
科
医
と
し
て
長
年
医
療
現
場
に
携

わ
り
、
現
在
は
産
業
医
を
勤
め
る
坂
井
氏
か

ら
は
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
現
状
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
、
今
後

の
方
向
に
つ
い
て
の
提
言
を
執
筆
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
横
田
氏
か
ら
は
、
勤
労
者
医
療

の
充
実
強
化
に
向
け
た
労
働
行
政
の
取
り
組

む
方
向
と
施
策
に
つ
い
て
、
勤
労
者
医
療
の

歴
史
的
変
化
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
次
報
告
書
で
は
初
め
て
、「
研

究
チ
ー
ム
」
名
で
の
執
筆
を
行
っ
た
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
・
健
康
、
労

働
分
野
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
実
績
が
あ
り
、

年
４
回
刊
の
『
新
潟
自
治
』
や
各
種
研
究
報

告
書
等
で
分
析
提
言
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
様
々
な
関
係
者
か
ら
の
意
見
や
提
言
を

踏
ま
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、連
載
の
第
１
回
目
は
、こ
の
「
研

究
チ
ー
ム
」
執
筆
の
２
本
に
つ
い
て
簡
単
に

紹
介
す
る
。

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
】

「
研
究
チ
ー
ム
」
一
つ
目
の
論
稿
、
「
深

刻
化
に
む
か
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
現

状
―
厚
生
労
働
省
の
対
策
を
探
る
―
」
で
は
、

冒
頭
に
「
自
殺
統
計
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
だ
に
年
間
２
万
５
０
０
０
人
前
後
に
も

な
る
自
死
の
問
題
と
、
今
次
研
究
と
の
関
連

は
な
に
か
と
い
え
ば
、
国
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
が
本
格
化
し
た
き
っ
か
け
に
自
殺
者

の
激
増
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

論
文
中
に
は
そ
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
平
成
10
年
以
降
、
労
働
安
全
衛

生
に
か
か
わ
る
指
針
や
規
則
等
が
毎
年
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
、
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
へ
の

対
策
が
強
化
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
厚
労
省
の
行
え
る
対
策
は
あ
く

ま
で
啓
発
、
助
成
で
あ
り
、
実
施
主
体
が
個

々
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と
や
、
事
業
所
規
模

に
よ
っ
て
取
り
組
み
の
温
度
差
が
明
ら
か
に

み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
新
潟
県
で
は
特
に

深
刻
と
な
っ
て
い
る
医
師
・
看
護
師
不
足
が
、

産
業
医
を
は
じ
め
と
す
る
実
施
主
体
の
人
材

不
足
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
な
ど
課
題

は
多
い
。

厚
労
省
「
平
成
29
年
度
労
働
安
全
衛
生
調

査(

実
態
調
査)

」
に
よ
れ
ば
、｢

メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
」
の
割
合

は
５
６
・
６
％
と
ま
だ
ま
だ
高
い
と
は
い
え

な
い
。
研
究
チ
ー
ム
と
し
て
も
、
あ
ら
た
め

て
労
働
者
教
育
の
重
要
性
と
必
要
性
、
そ
し

て
労
働
組
合
の
役
割
の
問
わ
れ
る
課
題
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
。

【
労
政
審
に
対
す
る
関
心
を
】

「
研
究
チ
ー
ム
」
か
ら
は
も
う
一
つ
、「
最

近
の
労
政
審
の
議
論
に
つ
い
て
の
所
感
」
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
労
政
審
の
議
論

の
動
向
に
つ
い
て
注
目
点
を
取
り
上
げ
た
も

の
で
あ
り
、
内
容
の
是
非
が
論
じ
切
ら
れ
な

い
ま
ま
矢
継
ぎ
早
に
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る

「
働
き
方
改
革
」
と
労
働
法
制
の
あ
り
方
を
、

働
く
人
々
が
自
ら
の
課
題
と
し
て
注
視
し
、

情
報
を
共
有
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

特
に
今
次
研
究
と
の
関
連
と
し
て
、
①
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
労
働
条
件

分
科
会)

、
②
セ
ク
ハ
ラ
禁
止
規
定
（
雇
用
環

境
・
均
等
分
科
会)

、
③
労
働
政
策
基
本
部
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
要
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

特
に
③
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
動
向
と
雇

用
・
労
働
に
も
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
実
現
を
目
指
す
労
働
者
側
か

ら
は
関
心
を
持
ち
続
け
る
べ
き
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
政
策
基
本
部
会

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
労
使
に
よ
る
「
三
者

構
成
原
則
」
が
崩
さ
れ
、
労
働
者
側
代
表
の

数
が
減
ら
さ
れ
た
な
か
で
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

２
つ
の
「
研
究
チ
ー
ム
」
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
を
分
析
し
な
が
ら
も
、
労
働
者･

労
働
組
合
自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
し

て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

今
後
紹
介
す
る
各
論
稿
と
と
も
に
、
報
告

書
が
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

深
刻
化
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応

　
　―

 
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
き
方
の
た
め
に― １
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務
を
日
夜
行
っ
て
い
る
。
❖
受
託
団
体
と
し

て
会
議
に
参
加
し
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
住
む
と
こ
ろ
が
な
い｣

、｢

体
調
を
崩
し
て

働
け
な
い
」
等
々
多
く
の
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
り
、
ど
こ
か
ら
支
援
す
る
の
が
適
切
な

の
か
、
私
自
身
迷
路
に
迷
い
込
ん
だ
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
う
。
❖
単
純
に
、
生
活
保
護
対

象
に
す
れ
ば
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特

に
若
い
方
の
場
合
は
、
社
会
復
帰
に
如
何
に

し
て
つ
な
げ
る
の
か
大
変
重
い
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
❖
県
労
福
協
が
、
モ
デ
ル
事
業

か
ら
制
度
成
立
後
も
受
託
し
て
は
や
６
年
経

過
し
、
７
年
目
を
迎
え
る
。
昨
年
は
、
新
潟

編
集
後
記

❖
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
と
な
る
。
戦
争
の

な
い
穏
や
か
で
、
誰
も
が
差
別
な
く
平
等
に

暮
ら
せ
る
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
た
だ

念
じ
る
の
で
は
な
く
、
行
動
・
実
践
で
勝
ち

取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

❖
労
福
協
は
、
県
内
４
自
治
体
か
ら
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い
る
。
毎

月
各
市
に
お
い
て
支
援
調
整
会
議
が
開
催
さ

れ
、
相
談
内
容
の
確
認
な
ど
専
門
的
視
点
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
る
。
相
談
員
の
皆

さ
ん
は
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
困
難
な
業

今 後 の 日 程
４月 22日（月）15：00～17：00

第９回未来塾運営委員会（勤労福祉会館）
24日（水）
中央労福協「生活・就労支援連絡会議」(東京都)
24日（水）13：30～16：00
長岡市ＰＳＣ支援調整会議
25日（木）13：30～16：00
新潟市ＰＳＣ支援調整会議
26日（金）11：00～12：00
勤労福祉会館修繕・検討委員会（勤労福祉会館）
27日（土）
第90回新潟県中央メーデー（新潟市）

５月
　
　

９日（木）14：00～17：00
新潟県内ＰＳＣ・センター長・主任合同会議

（勤労福祉会館）
10日（金）
第32回県労福協チャリティーゴルフ大会（新発田市)
16日（木）９：30～17：00
県労福協監事監査（勤労福祉会館）
30日（木）
第123回県労福協理事会（勤労福祉会館）
31日（金）18：00～
2019年度新潟県日韓親善協会総会

（新潟市：万代シルバーホテル）

６月 ７日（金）～８日（土）
2019年度全国研究集会（熊本市）
11日（火）18：00～20：00
ＮＰＯ法人フードバンクにいがた総会（新潟市）
19日（水）13：30～
県労福協第40回定時総会

（新潟市：ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟）
20日（木）～22日（土）
第13期福祉リーダー塾（静岡県三島市）

７月 ２日（火）～３日（水）
2019年度事業団体・地方労福協会議（東京都）
５日（金）～６日（土）
第７期にいがた福祉リーダー塾

（新潟市：万代シルバーホテル）

県
（
10
町
村)

、
今
年
は
２
月
に
新
潟
市
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
・
提
案
）
を
行
っ
た
。

新
潟
市
に
は
、
応
募
が
２
団
体
あ
り
審
査
の

結
果
、
新
潟
県
労
福
協
が
再
度
事
業
を
受
託

し
た
。
❖
生
活
困
窮
者
救
済
に
向
け
、
各
地

域
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
県
労
福
協
は
気
合
を

入
れ
て
頑
張
る
ぞ
。

�

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）


